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今夏の暑さはすさまじく、猛暑日の連続で照りつけ

る日差しも尋常なものではありませんでした。エアコ

ンで何とか熱帯夜はしのげていますが、昼夜通しての

エアコン生活は必要ながら健康的とは言えません。そ

のような中でも、日常業務に取り組んでいる職員の皆

様に感謝申し上げます。

さて、本年４月熊本地震は地域にとっても病院に

とっても大きな出来事でした。幸いに患者さんや職員

に直接の被害はなく、医療機器にかかわるライフライ

ンに支障は発生せず、診療は継続できました。ただ、

一時的に調理用のガスやエレベータが使用できなくな

り、調理、配膳に非常体制をしきました。さらに、建

物の被害も広範囲におよび、築 40 年以上の中病棟に

加えて、新設の東病棟の外壁、内部構造に損害を被り

ました。病院西側にそびえる鶴見岳～内山は崩壊など

で山容は大きく変わり、地震の激しさを物語っていま

す。熊本地震の際も大きく取り上げられた別府万年山

断層帯の活動が活発化し、別府地域が震源地となる可

能性も取り沙汰されています。今回の地震を教訓に災

害対策を強化する必要があります。

また、７月に発生した神奈川県相模原市の「津久井

やまゆり園」の殺傷事件も痛ましく人道にもとるもの

でした。当院におきましても、療養介護病棟入院中の

患者さんやご家族の不安も大きく、事件を受けて意見

交換会も開催しました。当院ではこれまで保安対策を

採ってきましたが、人的や設備面において補完すべき

項目を検証し、今後も引き続き改善に努める所存です。

さて、平成 28 年度は四半期を過ぎ、病院収支は厳

しい状況が続いております。医療圏の状況、医療需要

から診療の幅を拡大することは困難なことも多く、悩

ましいところですが、そのような中、今年度開設した

スポーツ整形（肩・肘外来、野球医学）は手術件数や

外来患者数も着実に増加しております。

今年度は、１．経営基盤の確立①入院患者数確保　

②経費節減、２．チーム医療の推進と医療の質の向上、

３．病院の情報発信機能の向上、４．効率的・実効性

のある会議運営を病院目標として掲げております。病

院目標を念頭に置き、患者さんや医療や行政・福祉機

関などから寄せられる要望に真摯に対応することに職

員一丸となって取り組み、状況の好転に努める所存で

す。引き続きご指導、ご支援のほどお願い申し上げま

す。

院長
後 藤 一 也

院長よりご挨拶
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当院は神経・筋疾患、呼吸器疾患、重症心身障害の
専門医療施設であり、大分県における結核、重症心身
障害児（者）、筋ジストロフィーなどの最終拠点病院
です。

そのような中、循環器科においても医師３名体制で
入院患者様の循環器疾患への対応、また一般患者様の
入院、外来診療を行っています。今回当院での診療を
より一層ご活用いただけるよう、当科での診療内容、
取り組みについてご紹介させていただきます。

西別府病院循環器科では、高血圧、慢性心不全、虚
血性心疾患、不整脈、心筋症、睡眠時無呼吸症候群な
どの慢性心臓疾患の患者様を中心に診療を行っていま
す。これらの診療においては必要に応じて入院加療も
行い、心臓カテーテル検査やインターベンション治療、
外科的治療等が必要な際には連携施設へのご紹介もス
ムーズに対応しています。また、急性心筋梗塞、狭心症、
開心術後、大血管疾患、慢性心不全、末梢動脈閉鎖性
疾患を対象として心大血管リハビリテーションを実施
しています。特に慢性心不全については左室駆出率
40％以下、最高酸素摂取量が基準値の 80％以下、ま
たは BNP80pg ／ ml 以上の患者様を対象としており、
当院での心臓リハビリテーションの大半を占めていま
す。こういった回復期心臓リハビリテーションをお考
えの患者様には大変お勧めの病院です。2013 年には
３階運動療法室を開設して、より充実した環境で心臓
リハビリテーションを行えるようになりました。心大
血管リハ施設基準（Ⅰ）を取得しています。

検査機器では 2015 年より最新２D・Live ３D 超音
波診断装置（EPIQ7, PHILIPS）を導入し、精度の高
い心臓超音波検査や血管エコー検査を行っています。
その他、ホルター心電図検査、心肺運動負荷試験、血
管内皮機能検査、ABI・PWV 検査、睡眠ポリソムノ
グラフィー（PSG 検査）等の検査機器により循環器
疾患の早期の診断、適切な治療を心がけています。ま
た心臓リハビリテーションを開始するにあたっては、
心肺運動負荷試験（CPX）を実施して個別の運動メ
ニューを作成、有酸素運動、ストレッチング、レジス
タンス運動を行っています。

スタッフは、大分大学医学部附属病院（循環器内科）
に 18 年間お勤めされていた原政英医師（現副院長）
が 2013 年に赴任され、当院で約 20 年の診療歴をもた
れる経験豊富な天田浩司循環器科部長とわたくし宮﨑
寛子の３人態勢で診療を行っています。

今後も地域の皆様のお役に立てるよう、医療の質の
更なる向上を目指し、地域医療機関とのネットワークを
大切に日々の診療に取り組んでいきたいと思っていま
す。診療のご相談、ご質問はお気軽にご連絡ください。

循環器科のご紹介 循環器科
宮 﨑 寛 子

宮﨑 寛子
2000年　大分医科大学（現大分大学医学部）卒
医学博士、日本内科学会認定医、日本循環器学会専門医
心臓リハビリテーション指導士

天田 浩司 （循環器科部長）
1985年　福岡大学卒　
日本内科学会認定医、日本循環器学会専門医
心臓リハビリテーション指導士、認定医
　
原　 政英 （副院長）
1984年　大分医科大学（現大分大学医学部）卒
医学博士、日本内科学会認定医、日本循環器学会専門医
日本心血管インターベンション治療学会認定医、名誉専門医

担
当
医
師  
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今年も東１・２病棟と東３・４病棟に分かれて「夏祭り」
が開催されました！たくさんの方々にご協力をいただき今
年の夏祭りも大盛況で終わることが出来ました。その夏祭
りの様子を少しだけご紹介致します。

まずは７月 13、14 日に開催された東３・４病棟の夏祭
り！！

テーマは、「鹿児島の夏祭り」でした。会場は鹿児島の
象徴である桜島や西郷隆盛をモチーフにして飾られ、オー
プニングは鹿児島の曲に合わせてお御輿の登場！担ぎ手に
は、師長を始めとした病棟スタッフやご家族の方にもご協
力いただき、一緒に盛り上げていただきました。そして今
年は、鹿児島にちなんだビンゴゲームや鹿児島で有名な「お
はら節」を踊り、「六月灯」では暗闇の中で花火の描かれ
た燈籠の優しい光に癒されながら鹿児島のお祭りは幕を閉
じました。

続いて、東１・２病棟の夏祭り！！テーマは「日本のお
祭り」で８月２、３日に行われました。

こちらでは、御神輿に小太鼓や団扇部隊が連なり、「わっ
しょい！わっしょい！」という掛け声と共に、とても賑や
かな雰囲気で病棟を練り歩きました。今回は、水風船を割っ
て行う的当てゲームでの抽選会を下郷農協さんの「アイス
クリーム」をたしなみながら楽しみました。最後は、「別
府音頭」に「炭坑節」を踊り、「掘って～掘って～また掘っ
て～」という掛け声に皆さん笑顔を浮かべながら、今年の
夏祭りも幕を閉じました。

どの病棟でもたくさんの方からの「楽しかった」、「来年
も楽しみ」といった声が聞かれ、今年の夏祭りも笑顔あり、
笑いありのとても楽しい夏の思い出となったようで嬉しく
思います。

最後に、多くのボランティアさんのご協力、スタッフの
皆様のご尽力に心より感謝申し上げます。

夏だ！祭りだ！夏祭りだ！！ 保育士
覀久保　薫利
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今年度の子供肥満教室は、７月 29 日（金）、当院カ
ンファレンスルームにおいて肥満治療中のお子様、ご
家族、養護教員の先生方、関心のある方々ならびに入
院患者様含め 43 名の方にご参加いただき開催されま
した。午前９時 30 分に後藤院長より開会のお言葉を
いただきました。引き続き当院小児科医から「小児科
肥満の概要と基礎」「小児肥満の心理」に関する講話
がありました。循環器専門医からは「心臓と肥満」に
ついてお話いただきました。

心理療法士からは「こだわりが強い子どもの行動を
変えるには」と題して講話がありました。子供たちへ
の対応ポイント「よ（予告で安心させる）・い（言っ
たり）・か（寛容、冷静おおらかに）・た（楽しい）・
ち（小さなルール）」を分りやすく説明していただき
ました。　　　

理学療法士は継続ができる「運動と指導法」と題し
て自宅で出来る運動法を紹介し、参加者全員で行いま
した。そして「原因は何だ？食生活をふりかえろう！」
という内容で管理栄養士によるクイズを混じえたわか
りやすい講義がありました。昼食は「カレーライス」
でした。小児科医と一緒に食べながら個別相談なども
行われ、毎年のように楽しい雰囲気の中、約４時間の
有意義な教室となりました。

第27回子供肥満教室
　　　　　　を開催して

事務助手
安 部 美 香
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第２回別府市「アール・ブリュットの芽ばえ展～障
害を越えて～」が、ゆめタウン別府店で８月 20 日（土）
から８月 26 日（金）に開催された。私も副実行委員
長として、企画・運営に携わった。

“Art Brut”この仏語を直訳すれば「生（なま）の芸術」
となる。フランス人画家ジャン・デュビュッフェ（1901
～ 85）が命名した。アール・ブリュットを定義する
ことは、難しいが、とりあえず「伝統や流行、教育な
どに左右されず、自身の内側から湧きあがる衝動のま
まに表現した芸術」と理解していただきたい。

昨年は、別府市まちなか交流館と別府発達医療セン
ターの２会場で１ヵ月間開催され、来場者は 300 名く
らいでした。しかし、今年はゆめタウン別府店２階の
催事場での１週間の開催で 2200 名の方が「アール・
ブリュットの芽ばえ展～障害を越えて～」に来てくれ
ました。西別府病院の職員の方も会場に足を運んでい
ただき、感動したとの意見も頂きました。その展覧会
には、西別府病院からも、入院患者さんや日中一時支
援事業の利用者の方も書、詩、絵画などの作品を出展
しました。私も実行委員として会場に行きましたが、
熱心に作品を鑑賞している多くの方を目にしました。
大分合同新聞、今日新聞にも大きく取り上げられてい
ました。

さて、日中一時支援事業「ひだまり」の利用者の T
さんの絵画作品を４点出品しました。実はその中の一
点「連鎖反応」は、療育指導室の平成 27 年度活動報
告の表紙として、７月に T さんに依頼したものです。
まさにアール・ブリュットにふさわしい素晴らしい作
品だと思います。その作品は、現在 T さんの了解を
得て、療育指導室のドアの横に飾っていますので、ぜ
ひご覧ください。

第２回 別府市
　「アール・ブリュットの芽ばえ展
　　　 　　　～障害をこえて～」

療育指導室長
能 美 禎 夫

西別府病院の利用者の作品

展覧会会場

Tさんの作品「連鎖反応」
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今年４月の熊本、別府を震源とする地震は、多くの
深刻な被害をもたらしました。復旧作業はいまだに続
いている状況です。当院の周囲においても、取り壊さ
れた家屋、屋根にブルーシートをかけられた家、足場
を組んで外壁の補修を行っている家が未だに散見さ
れ、今回の地震の激しさがうかがわれます。

当院においては、ガラスが 20 枚以上割れ 、20kL
の灯油タンクを固定しているアンカーボルトが緩んで
タンクがずれたり、建物の外壁、内壁、駐車場のアス
ファルト路面に亀裂が入るなどの被害が出ましたが、
電気、水道、ガスの供給は停止しなかったことで、診
療にはほとんど影響がなかったことは幸いでした。

しかし相次ぐ強い余震で、外壁、内壁、アスファル
トの駐車場にできた亀裂は更に広がり、その都度エレ
ベーターが止まるため、入院患者さんの食事をエレ
ベーターで運ぶことが出来ず、職員総出で階段を手渡
しにして食事を提供しました。

現在でも復旧工事は進められておりますが通常の診
療体制に戻っております。

地震で被害にあわれた方々、現在も避難生活を強い
られておられる方々には心よりお見舞い申し上げます
とともにこの苦境を克服されますようお祈りいたしま
す。

熊本・大分地震を振り返って 管理課長
山 之 上 正 行

食事配膳① 食事配膳②

対策本部②対策本部①
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平成 28 年度、西別府病院は、地域医療連携室の強
化を目的に、地域医療連携室係長（看護師長）と医療
社会事業専門員（MSW）の２人が加わり、５人体制
となりました。

当院は、結核、ALS 等の神経難病、筋ジストロ
フィー、重度心身障害児（者）などの国のセーフティ
ネット的な役割を持つ医療を中心に小児慢性疾患、血
液疾患、呼吸器内科など慢性期の医療を提供していま
す。地域医療連携室は、2025 年問題に向い、それぞ
れの患者様が住み慣れた地域で、安心・安全に暮らし
ていくために、西別府病院に何ができるのかをしっか
りと見据え、各医療機関や介護保険事業所と協力し合
いながら、地域に根ざした地域医療連携室を目指して
いきます。

大きく広い窓口で、地域からの情報をキャッチし、
情報発信できるよう常に笑顔での対応に努めていま
す。専門医療（神経難病、発達障害）、特殊医療（リ
ンパ浮腫、スポーツ）に関する受診の調整も行ってお
ります。タイムリーな対応を心掛けていきますので、
ご遠慮なく連絡をいただきたいと思います。

地域医療連携室だより 地域医療連携係長
佐 藤 恭 子

西別府
近隣の美味しいお店紹介

今回は、皆さんもよくご存じの「くろうま」を改め
て紹介します。暖簾を気軽にくぐることの出来る庶民
的な居酒屋です。県外からのお客さんも入りとても賑
やかな雰囲気です。少し強面ですがやさしくて義理堅
い、そして野球が大好きなマスター（ソフトバンクの
今宮選手と懇意）が作るあじ寿司がとても有名で美味
しい店です。ほぼ毎日、マスター自ら別府湾で釣った
鰺を握りますので、釣果次第ではあじ寿司がない日も
結構あります。とても新鮮なたこもマスター自ら駕籠
を仕掛けて捕っています。個人的に、あじ寿司以外の
お薦めは、タマネギのかき揚げ（サクサクして甘い）・
卵焼き（手に入りにくい黄身のきれいな卵）・山芋の
鉄板焼き（熱くて香ばしい）があります。そのほかに
も郷土色豊かなメニューも色々あり堪能出来ます。

なお、お店に行くときは、結構お客さんが多いので
予約することをお勧めします。

事務部長 野 口 利 幸

後編

くろうま
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栄養管理室
中２病棟

　栄養管理室は、管理栄養士４名、調理師６名と委託

職員の総勢 52 名のメンバーで１日約 900 食、100 種

類の食事を提供しています。連携を深め、患者様の入

院生活の楽しみとなるよう、安全で満足度の高い食事

提供を目指して日々励んでいます。

　また、個々の患者様の栄養評価、栄養食事指導の実

施や NST、摂食嚥下チーム、各教室などのチーム医

療に参画して、患者様の栄養改善・維持に向けて取り

組んでいます。今後も活気のある働きやすい職場環境

に努め、患者様に喜んでいただける食事を提供してい

きたいと思います。

（主任栄養士　池田 かおり）

私たちの病棟は、全診療科の患者を受け入れる混合

病棟です。周手術期・急性期・慢性期・終末期とあら

ゆるステージの患者様に、最良の安全で安心な医療・

看護の提供を目指しています。

私たちは、患者様の事を第一に考え、入院生活のみ

ならず、他職種と連携し、退院後も患者様が安心して

過ごしていただけるように努め、チーム医療を活発に

行っています。

「中２病棟に入院して良かった・・。」と患者様に思っ

ていただけるように、「笑顔」、「優しさ」、「温もり」、

時には「厳しさ」もあるかもしれませんが、患者様の

気持ちに寄り添い、人間対人間の関係と信頼と思いや

りのある看護を実践しています。

（中２病棟師長　帯刀 佐智代）

栄養管理室 中２病棟
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